

































2015 年 6 月から 2016 年 3 月まで
4. 目的
　信越県境地域の地域課題に関する研究会を試行的に
実施するとともに、シンポジウムを開催し、広域連携
による地域づくりの可能性や人材発掘・育成に貢献す
るプラットフォームの在り方等について検討する。
5. 実績概要
　信越県境地域の地域課題に関する研究会を試行的に
実施するとともに、シンポジウムを開催し、広域連携
による地域づくりの可能性や人材発掘・育成に貢献す
るプラットフォームの在り方等について検討する。
6. 今後の展開
　本交流会の参加者からは概ね好評であり、当初想定
していた会の獲得目標についても概ね達成できたと考
えられる。なお、本交流会のより詳細な記録について
は、来年度作成予定である。
　来年度以降も継続した取組が必要と考えているが、
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